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経済環境

雇用環境悪化

個人消費低迷

デフレの進行

先行き不透明な状態続く

飲料業界

市場の落ち着きは△３％程度（販売数量ベース）

自販機パーマシンの下落

小売店ＰＢの拡大、販売価格の下落

１．当社を取り巻く環境
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２．決算の概要

売上高単位：億円◆ 事業の全体像

≪ 単体業績 ≫ ≪ 連結業績 ≫

1,070

単

体

連

結

子
会
社

1,212

1,012飲料等の売上

飲料等の売上 57 飲料等売上 135

配送・自販機維持他 106
・三国フーズ
・三国アセプティック

108
26

その他売上 64

324

・三国ワイン
・三国ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸｽｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

25
19

・クリスタルコーヒー他 18

・三国ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ
・三国自販機サービス

76
24

子会社間 18

・三国ｻｰﾋﾞｽ他 5

（単位：百万円）

2009年 2008年 増減 2009年 2008年 増減

営業利益 2,455 2,510 △54 3,534 3,796 △262

経常利益 3,219 3,113 106 3,534 3,768 △234

純利益 2,021 2,201 △179 2,016 2,156 △139
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３．２００９年１２月期業績

△6.5

△6.2

△6.9

△3.9

前年比

2,000

3,200

3,400

122,600

計画※ 計画対比前年対比2008年2009年【連結】

16△1392,1562,016当期純利益

334△2343,7683,534経常利益

134△2623,7963,534営業利益

△1,376△4,873126,096121,223売上高

単位：百万円・千ケース・％

△8.2

3.4

△2.2

△2.0

△4.2

前年比

1,850

2,900

2,200

108,300

56,042

計画※ 計画対比前年対比2008年2009年【単体】

3191063,1133,219経常利益

171△1792,2012,021当期純利益

255△542,5102,455営業利益

△1,284△2,174109,189107,015売上高

△1,558△2,41756,90154,484販売数量

※計画は8月10日発表の修正計画
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４．対前年増減主要因

単位：億円
【単体】

増減額 増減要因 増減額 2009年 200 8年

・ 数量減少及び単価・構成差 △63 .0億円 1 ,0 7 0 .1 1 ,0 9 1 .8

・ 他ボトラー向け売上など 41 .3億円

・ 売上総利益の減少 △31 .2億円 387 .8 4 1 9 .0

　販売数量の減少 △17 .7億円

  ＣＣＥＪＰによる原価低減 5 .0億円

　単価差/構成差他 △18 .5億円

・ 販管費の減少 30 .6億円 363 .3 3 9 3 .9

　フルサービス手数料の減少 4 .4億円 69 .7 7 4 .0

　物流関係費の減少 5 .0億円 78 .9 8 3 .9

　労務費の減少 3 .4億円 75 .7 7 9 .2

　自販機関係費の減少 5 .2億円 58 .9 6 4 .1

　広告販促費の減少 5 .8億円 31 .7 3 7 .6

　その他経費の減少 6 .8億円 48 .1 5 4 .9

・ 営業外損益の増加 1 .6億円 7 .6 6 .0

　営業外収益の増加 2 .7億円

　営業外費用の増加 △1 .1億円

・ 特別損益の減少 △2 .8億円 △0 .2 2 .5

・ 法人税等の増加 △0 .0億円 11 .7 1 1 .7

売上高 △21 .7億円
（1091 .8→107 0 .1 ）

売上総利益 △31 .2億円
（419 .0→387 .8 ）

当期純利益 △1.7億円
（22 .0→20 .2 ）

営業利益 △0.5億円
（25 .1→24 .5 ）

経常利益 1 .0億円
（31 .1→32 .1 ）
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５．対前年増減内訳

単体
単位：億円

２００８年営業利益

CCEJPによる原価低減

フルサービス手数料の減

物流関係費の減

広告販促費の減

労務費の減

自販機関係費用の減

その他経費の減

販売数量の減による売上総利益の減

単価/構成差による売上総利益の減

２００９年営業利益

２５．１

２４．５

＋5.0

＋3.4

＋5.2

＋5.8

△18.5

△17.7

＋6.8

＋4.4

＋5.0
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６．対修正計画増減主要因

単位：億円
【単体】

増減額 増減要因 増減額 2009年 修正計画

・ 数量減少及び単価・構成差 △34 .5億円 1 ,0 7 0 .1 1 ,083 .0

・ 他ボトラー向け売上など 21 .7億円

・ 売上総利益の減少 △10 .1億円 387 .8 398 .0

　販売数量の減少 △13 .3億円

　単価差/構成差 3 .2億円

・ 販管費の減少 12 .6億円 363 .3 376 .0

　フルサービス手数料の減少 2 .7億円 69 .7 72 .4

　物流関係費の減少 2 .0億円 78 .9 80 .8

　労務費の減少 1 .6億円 75 .7 77 .3

　自販機関係費の減少 1 .9億円 58 .9 60 .8

　広告販促費の減少 2 .3億円 31 .7 34 .1

　その他経費の減少 2 .1億円 48 .1 50 .1

・ 営業外損益の増加 0 .6億円 7 .6 7 .0

　営業外収益の増加 0 .0億円

　営業外費用の減少 0 .5億円

・ 特別損益の増加 0 .2億円 △0 .2 △0.5

・ 法人税等の増加 △1 .7億円 11 .7 10 .0
当期純利益 1.7億円

（18 .5→20 .2 ）

営業利益 2.5億円
（22 .0→24 .5 ）

経常利益 3.1億円
（29 .0→32 .1 ）

売上高 △12 .8億円
（1 ,0 8 3 .0→1 ,0 7 0 .1 ）

売上総利益 △10 .1億円
（398 .0→387 . 8 ）
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７．対修正計画増減内訳

単体
単位：億円

２００９年営業利益計画

単価/構成差による売上総利益の増

フルサービス手数料の減

物流関係費の減

広告販促費の減

労務費の減

自販機関係費用の減

その他経費の減

販売数量の減による売上総利益の減

２００９年営業利益

２２．０

２４．５

＋2.7

＋2.0

＋1.6

＋1.9

△13.3

＋2.1

＋2.3

＋3.2
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１．２００９年重点活動計画

営業力のJump!

コスト競争力のJump!!

人材のJump!!!

インドアフルサービス開発強化

自販機パーマシンアップ

カスタマーとの協働取り組み強化

取扱ＳＫＵ増によるスーパーでのシェアアップ

効率的な自販機の活用

全社BPRの推進

グループ内人材の交流強化

自ら「学ぶ」姿勢、企業風土の醸成

人材育成予算の増加

グループ総合力の向上

中期経営計画Jump!!!に基づく重点活動



ＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・ＣｏｌａＭＩＫＵＮＩ Ｃｏｃａ・Ｃｏｌａ131313

２．２００９年重点活動結果

営業力のJump!

コスト競争力のJump!!

人材のJump!!!

インドア開発強化 競合撤去 ４，６３３台

パーマシン ２４４ｃ/ｓ 対前年△２２ｃ/ｓ

スーパーにおける当社シェア 対前年＋０．６％

カスタマーとの協働取組 実施アカウント販売３．６％増加

スーパーでの累計取扱ＳＫＵの拡大 ６％増加

効率的な機器投資等、自販機関係費抑制 ５１９百万円

ＣＣＥＪＰによる原価低減 ５００百万円

全社ＢＰＲ推進、５００百万円程度の効果

人材育成プランに基づき、延べ1,018名が研修を受講

グループ総合力の向上 新三国ﾓｰﾀｰｽﾞ･ｻｰﾋﾞｽ㈱の株式をＳＧﾓｰﾀｰｽ㈱へ譲渡
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１．２００９年販売実績（単体）

△31419387売上総利益

△0.625.124.5営業利益

△211,0911,070売上高

△2,41756,90154,484販売数量

前年差２００８年２００９年

単位：千ケース、億円
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

2009実績 16,044 4,957 16,046 17,437 54,484

2008実績 15,810 5,082 17,404 18,606 56,901

前年比（％） 1.5 △2.5 △7.8 △6.3 △4.2

スーパー ＣＶＳ ＦＳ その他 合計

2009年 2008年

２．重点チャネル販売実績

【販売実績 単位：千ケース】

◆スーパー：主力大型ＰＥＴ製品のシェアアップにより1.5％伸長

◆フルサービス：インドア中心の開発に注力したが、工場を中心としたＶＰＭの低下が大きく、7.8％ダウン

【売上総利益構成比 単位：％】

フルサービス

その他

ＣＶＳ

スーパー

387億円

419億円

61.8

17.5

6.8

13.9

61.6

18.2

6.6

13.6
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2009年実績 8,563 2,239 9,906 6,613 3,573 4,400 54,484

2008年実績 9,029 1,522 10,678 7,220 3,868 4,515 56,901

前年比（％） △5.2 47.2 △7.2 △8.4 △7.6 △2.5 △4.2

ｺｶ･ｺｰﾗ
ｺｶ･ｺｰﾗ
ｾﾞﾛ

ｼﾞｮｰｼﾞｱ ｱｸｴﾘｱｽ 爽健美茶 ファンタ 合計

2009年 2008年

３．重点ブランド販売実績

【販売実績 単位：千ケース】 【売上総利益構成比 単位：％】

◆コカ･コーラゼロ：パッケージ追加、市場全面展開により47.2％伸長

◆ジョージア：自販機チャネルの不振が響き、7.2％減

◆い・ろ・は・す520ＰＥＴ：前年（ミナクア）対比67％伸長

その他

ファンタ

爽健美茶

ジョージア

コカ･コーラゼロ

コカ･コーラ

アクエリアス

※カップ自販機の売上総利益はその他に含む

34.6

5.7

6.1

8.8

29.8

3.9

11.2

34.9

5.7

6.2

9.3

29.8

2.8

11.3

387億円

419億円
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15.0

17.0

19.0

21.0

23.0

25.0

27.0

29.0

31.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2009年

2008年

４．フルサービスチャネル

◆パーマシン推移：１０月以降は前年との差が縮小傾向

ＨＯＴＰＥＴ販売実績：18％増（10～12月）

◆チャネル別では工場の落込みが大きい

◆競合撤去：4,633台 前年対比２倍以上

◆低販売ロケ撤収 2,733台実施

【パーマシン推移 単位：ケース】
【ＦＳチャネル別数量前年比、構成比 単位：％】

2.42.4△10.2学校

3.53.3△12.7官公庁

3.84.0△1.8病院

4.44.6△5.2交通

22.522.8△7.1娯楽

100.0100.0△8.3合計

30.130.7△6.5その他

33.432.3△11.2工場・オフィス合計

17.717.9△7.0オフィス

15.714.4△15.9工場

2008年
構成比

2009年
構成比

数量
前年比

景気低迷の影響

天候不順の影響

前年差が縮小

△4,372閉店、逆プレ、その他撤収

60,8542009年末稼働台数

△809増減

△2,773低販売ロケ撤収

＋1,964増加台数

＋6,336新増設台数

61,6632008年末稼働台数

【ＦＳ稼働自販機台数】
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25.5

24.9

24.0

24.5

25.0

25.5

26.0

2009年 2008年

５．スーパーチャネル

【カスタマーとの協働取組（販売数量・千ケース）】

◆取扱ＳＫＵの増加、カスタマーとの協働取組などにより

スーパーにおける販売シェアが拡大

＋5.9増加率（％）

19,674差

330,7072008年累計

350,3812009年累計

【取扱ＳＫＵ数】

【当社販売シェア（％）】

※出典：インテージ 数量（Uｃ/ｓ）ベース
三国エリアスーパー
（ドラッグ、ディスカウントストア除く）

2,548 2,459

13,496 13,351

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2009年 2008年

協働取組実施アカウント
販売数量前年比＋3.6％

その他のアカウント
販売数量前年比＋1.1％
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2121 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

創立５０周年を輝かしい夢のある会社で迎える創立５０周年を輝かしい夢のある会社で迎える

2007-2009 2010-2012

創
立
創
立
5050
周
年
周
年

１．中期経営構想の位置付け

2006

基
盤
整
備
の
年

Jump!!!Jump!!!
三国コカ・コーラ単体

中期経営計画

フェーズⅠ

20132013

CHANGECHANGE
三国コカ三国コカ･･コーラコーラ

グループグループ

中期経営構想中期経営構想

三国コカ・コーラ
グループ

中期経営計画

333
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2222 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

２．中期経営計画Jump!!!フェーズ１レビュー

実施できた点実施できた点

改革への着手改革への着手改革への着手

改善効果の創出改善効果の創出改善効果の創出

実施できなかった点実施できなかった点

改革効果の顕在化改革効果の顕在化改革効果の顕在化

定量目標未達定量目標未達定量目標未達

次年度以降の課題次年度以降の課題

改革の断行改革の断行改革の断行

改善の継続改善の継続改善の継続

想定以上の外部環境悪化
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2323 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

３．中期経営構想スローガン

既に様々な改革に着手し、改善も継続してきているが、現在の環境下を乗り
切り、創立５０周年を夢のある会社で迎えられるようにするためには、自分を
変え、仕事を変え、そして会社を変えていく、つまり改革を是が非でも断行す
る必要がある。

新たな中期ビジョンである「夢に向かって進化するＮｏ．１ボトラー」に到達す
るために、ＣＨＡＮＧＥを３回繰り返し、とにかく変わっていく、という強い思い
を我々全員で共有し、実行していく。

既に様々な改革に着手し、改善も継続してきているが、現在の環境下を乗り
切り、創立５０周年を夢のある会社で迎えられるようにするためには、自分を
変え、仕事を変え、そして会社を変えていく、つまり改革を是が非でも断行す
る必要がある。

新たな中期ビジョンである「夢に向かって進化するＮｏ．１ボトラー」に到達す
るために、ＣＨＡＮＧＥを３回繰り返し、とにかく変わっていく、という強い思い
を我々全員で共有し、実行していく。

33CHANGECHANGE
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2424 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

４．中期経営構想２０１０－２０１２の全体像

自販機自販機

改革改革

夢に向かって進化するＮｏ．１ボトラー夢に向かって進化するＮｏ．１ボトラー

営業力の強化／コスト競争力の強化／人材の育成と活用営業力の強化／コスト競争力の強化／人材の育成と活用

手売り市場の再活性化手売り市場の再活性化

フルサービス事業の構造改革フルサービス事業の構造改革

ＳＣＭ改革ＳＣＭ改革

グループ内事業再編によるシナジー効果の創出グループ内事業再編によるシナジー効果の創出

グループ内人材交流による人材育成と活用の規模拡大グループ内人材交流による人材育成と活用の規模拡大

コンプライアンスコンプライアンス

基本方針基本方針基本方針

基本戦略基本戦略基本戦略

スローガンスローガンスローガン

ビジョンビジョンビジョン

会社存続の前提会社存続の前提会社存続の前提

営業営業 製造製造 物流物流 人事人事
情報情報

システムシステム 品質品質
資産資産
管理管理 財務財務

内部内部
統制統制

危機危機
管理管理

分野別構想分野別構想分野別構想

CHANGECHANGE 33

関係関係
会社会社
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2626 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

１．業績計画

2,200

3,500

2,800

110,000

56,130

通期計画

8.8

8.7

14.0

2.8

3.0

前年比前年対比下期計画上期計画

2802,3001,200経常利益

1781,300900純当期利益

3442,100700営業利益

2,98458,30051,700売上高

1,64629,90026,230販売数量

単位：百万円・千ケース・％

【単体】

2,200

4,000

4,000

124,000

通期計画

9.1

13.2

13.2

2.3

前年比前年対比下期計画上期計画

1831,600600純当期利益

4652,9001,100経常利益

4652,9001,100営業利益

2,77665,60058,400売上高

【連結】
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2727 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

２．対前年増減主要因（単体）

単位：億円【単体】
増減額 増減要因 増減額 計画 2009年

・ 数量増加及び単価・構成差 27 .1億円 1 ,1 0 0 .0 1 ,070 .1

・ 他ボトラー向け売上など 2 .6億円

・ 売上総利益の増加 14 .1億円 402 .0 387 .8

　販売数量の増加 11 .6億円

　単価差/構成差 2 .5億円

・ 販管費の増加 △10 .6億円 374 .0 363 .3

　フルサービス手数料の増加 △2 .8億円 72 .4 69 .7

　物流関係費の増加 △2 .1億円 81 .0 78 .9

　労務費の増加 △1 .6億円 77 .4 75 .7

　自販機関係費の減少 3 .1億円 55 .7 58 .9

　広告販促費の増加 △6 .2億円 37 .9 31 .7

　その他経費の増加 △1 .0億円 49 .2 48 .1

・ 営業外損益の増加 △0 .6億円 7 .0 7 .6

　営業外収益の減少 △1 .3億円

　営業外費用の減少 0 .7億円

・ 特別損益の減少 △0 .8億円 △1 .0 △0.2

・ 法人税等の増加 △0 .2億円 12 .0 11 .7

売上高 29 .8億円
（1070 .1→1 ,1 0 0 ）

売上総利益 14 .1億円
（387 .8→40 2 .0 ）

当期純利益 1 .7億円
（20 .2→22 .0 ）

営業利益 3 .4億円
（24 .5→28 .0 ）

経常利益 2 .8億円
（32 .1→35 .0 ）
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2828 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

３．営業利益対前年増減内訳（単体）

単体
単位：億円

２００９年営業利益

販売数量増による売上総利益の増

単価/構成差による売上総利益の増

自販機関係費の減

フルサービス手数料の増

物流関係費の増

労務費の増

広告販促費の増

その他経費の増

２０１０年営業利益計画

２４．５

２８．０

＋11.6

＋2.5

＋3.1

△1.0

△2.1

△1.6

△6.2

△2.8
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3030 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

１．重点活動

営業力の強化

コスト競争力の強化

人材の育成と活用

利益を伴ったマーケットシェアの拡大

インドアフルサービス開発強化

小型パッケージの取扱強化

ＯＴＣ市場の再活性化

フルサービス事業の構造改革

SCM改革

全社BPRの継続、推進

社内外の環境変化に対応しうる

「市場価値の高い人材」の育成・活用

自ら学ぶ姿勢と企業風土の醸成

営業力の強化

次世代リーダーの育成
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3131 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

厳しい環境下で競争に勝ち抜くための組織変革
＝地域営業力と専門性の同時追求

２．営業体制の変革

地域密着営業の強化 チャネル専門性の強化

２支社⇒４支社へ フルサービス企画推進部新設

一貫性のあるベンディングビ
ジネス企画の立案

営業担当者を
エリア担当から
チャネル担当へ

市場開発部の新設・・・得意先の繋がりを最重要視し、地域に根ざした
幅広い提案を実施する営業組織へ

酒店酒店酒店

工場
売店
工場工場
売店売店

×
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3232 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

店舗ロケーション 設置場所 機材

駅周辺

機材設置による小型PKG商材の売り場拡大

レジ前 レジ前クーラー

住宅街

郊外 催事（フリースペース）

惣菜・ベーカリー

平型クーラー

卓上クーラー
（缶ウォーマー）

店舗面積 小

店舗面積 中～大

３．スーパーチャネル活動計画-①
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3333 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

資材設置による小型PKG商材の売り場拡大

レジ前
ハンガーラック

フリースペース

エンドサイド

フロアラック

パウチ

パウダー

５００ＰＥＴ

コーヒー

設置場所 資材 製品

４．スーパーチャネル活動計画-②
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子
シ

子

子 子

シ

シ

シ

シ

シ

Ｃ Ｃ 4 6 台
3 8 %

ｻ ﾝ ﾄ ﾘ 1 6 台
1 3 %

ｷ ﾘ ﾝ 1 2
1 0 %

ﾀ ﾞ ｲ ﾄ ﾞ 1 2
1 0 %

ｱ ｻ ﾋ 8 台
7 %

ﾎ ﾟ ｯ ｶ 6 台 5 %

J B 6 台 5 %

そ の 他 1 0 台
8 %

伊 藤 園 6 台 5 %

大 塚 2 台 2 %
ｻ ｯ ﾎ ﾟ ﾛ 1 台

メ ー カ ー マ ー ク 台 数
標 準 機 3 6
子 シ ー モ 4
シ ー モ ２ 6
サ ン ト リ ー 1 6
キ リ ン 1 2
ダ イ ド ー 1 0
ア サ ヒ 8
ポ ッ カ 6
Ｊ Ｂ 6
伊 藤 園 3
大 塚 2
サ ッ ポ ロ 1
他 1 0
合 計 1 2 0

子

シ

主要駅周辺にテスト展開

ソーラーパネル機

３Ｄ-ＶＩＳ機（新デザインカバー）
既存自販機の活性化及びコスト低減策ＪＲ沿線へSuica対応機の展開拡大

更なる自販機のエコ化推進

ＬＥＤ照明（蛍光灯レス）機

キャッシュレス機

パ
ー
マ
シ
ン
ア
ッ
プ

環
境
対
応
・
エ
コ
化

付加価値自販機展開によるシェアの拡大

５．フルサービス活動計画
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3535 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 7

顧客セグメンテーションイメージ

販売ボリューム：高

重点活動
の実施

売上高売上高

売上高売上高
貢献利益率貢献利益率

上位３０％の顧客

販売ボリューム：低

【優先実施活動】
ＡＤＶ ： リベート契約や約定の見直し
ＦＳ ： 手数料単価の見直し

Ａ

高いボリューム
＆

高い収益性

Ｂ

高いボリューム
＆

低い収益性

Ｃ

低いボリューム
＆

高い収益性

収益性
改善対応

販売
拡大対応

Ｄ

低いボリューム
＆

低い収益性

改善対応の実施
・

効率化の追求

上位３０％
の顧客

上位３０％
の顧客

酒店酒店酒店

重
点
チ
ャ
ネ
ル
の
設
定

『業種別管理』から『きめ細かい顧客管理』へ

売上高と収益性に基づき顧客を
セグメントし、その情報を可視化

より効果的で効率的な営業活動を
行う事を推進

営業力の強化・効率性の追求
を最大化

細分化したマーケティングによるシェアの拡大

６．ＯＴＣ市場の再活性化

人・物・金

フード
サービス
フードフード
サービスサービス工場

売店
工場工場
売店売店娯楽娯楽娯楽
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3636 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

７．コスト競争力の強化①

◆フルサービス事業の構造改革

最小限のコストで最大の競争力が実現されるビジネスモデルの構築

オペレーション

自販機投資

自販機維持コスト

ルート数・人員体制最適化

オンライン自販機テスト導入

三国フーズとの統合ルート

アドバンス配送との統合ルート

新品投資基準の見直し

自販機在庫の適正化

整備基準の見直し

４年経過で重整備、８年経過で軽整備

設置・撤収作業の平準化

軽整備の内製化

拠点の集約
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3737 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

製造 移管物流 販売物流

安定供給・ローコストオペレーション コスト最小・安定供給・物流高品質使命

ハブ 得意先拠点工場

課題
物流拠点
集約

配送

配送コストの削減
製品オーダー
システム構築

・移管、保管輸送費・荷役費
用の削減
・自社倉庫規模の拡大

アクション
プラン

・最適な生産能力の設定
・最新設備の導入
・工場規模の拡大

製造分野 物流分野

・生産計画の見直し
・パッカーの有効活用
・生産設備リニューアル、

入替
・工場の集約と規模の拡

大

・ ルール変更による輸送ルートの
見直し
・ 倉庫規模の拡大による移管・保
管費の削減
・ ハブ統廃合による荷役費削減

拠点運営コ
ストの削減

・新オーダーシス
テムの構築

・ルート数の削減

・ルート人員体制の効

率化

・積載指示精度向上

・統合ルートの推進

物流分野

・工場からの直納の拡大

・共配センター取
組み

８．コスト競争力の強化②

◆ＳＣＭ改革

必要な時に、必要な製品を、必要なだけ、低コスト・高品質で供給する体制構築

要件

CCEJP 三国コカ･コーラグループ
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3838 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

９．人材の育成と活用

自ら学ぶ姿勢と企業風土の醸成
－上長の働きかけのUP－

■職場内教育「気づき教育」の拡大・定着

■部下指導育成シートの活用

営業力の強化

－販売シェアーの拡大と収益改善に必要なスキルと知識を身につけた営業マンを育成する－

■コカ･コーラシステムのラーニングセンターを活用

・ＣＳ営業担当者研修

・ベンディングアカデミー

■マーケットシェアー拡大研修
■営業コミュニケーションスキル研修

■課題解決必須研修

■組織営業力強化研修

次世代リーダーの育成
－外部環境の変化に対応できる知識・スキルを備えたリーダーを階層ごとに育成し、人的資源を強化する－

■次世代リーダー育成研修

■中堅管理者強化研修

◆ 社内外の環境変化に対応しうる「市場価値の高い人材」の育成・活用
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3939 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

用語集

オーバー ザ カウンターの略。手売り販売のこと。ＯＴＣ

ユニットケース。販売数量を量に換算して計算する。シェアの算出などに使用する単位。Ｕｃ/ｓ

自販機の中で多様な売価の品揃えをし、お客様のニーズに応えるコラム戦略。多売価戦略

当社が製品を納品し、お得意先様が小売をする卸販売方式。アドバンス

関東４社（三国・セントラル・東京・利根）で共同出資している製造会社。ＣＣＥＪＰ

ビジネスプロセスリエンジニアリングの略。業務効率化を図ること。ＢＰＲ

その他

ファンタ。

コカ･コーラシステムで重点として取組む６ブランド。コカ･コーラ、コカコーラゼロ、ジョージア、アクエリアス、爽健美茶ＢＩＧ６

ブランド

ストックキーピングユニットの略。単品、最小管理単位。ＳＫＵ

スーパー関係

カップ式自販機。CVM

自販機１台当たりのセールス。ＶＰＭ。パーマシンセールス

屋外の自販機で、不特定多数の方が利用できるロケーション。アウトドア

屋内の自販機で、比較的お客様が限られるロケーション。インドア

フルサービス関係

コンビニエンスチェーンにおける手売り販売。ＣＶＳ

自販機を当社が直接設置し、管理（製品補充・売上金管理等）する方式。フルサービス

チャネル
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4040 MIKUNI COCA-COLA GROUPMIKUNI COCA-COLA GROUP

この資料に掲載しております当社の計画及び業績の見通し、戦略など
は、発表日時点において把握できる情報から得られた当社の経営者の
判断に基づいています。あくまでも将来の予測であり、下記に掲げて
おります様々なリスクや不確定要素により、実際の業績と大きく異な
る可能性がございますことを、あらかじめご承知置きくださいますよ
うお願い申し上げます。

・市場における価格競争の激化

・事業環境を取り巻く経済動向の変動

・資本市場における相場の大幅な変動

・上記以外の様々な不確定要素


